
展開③（10 分） 
ペアワークを終えた後は、1 ⼈で確認プリント 2 を解く時間とした。確認プリント 2 は、

確認プリントの類題で構成されている。この時間は、本時で⼀番時間をかけて扱った問題
を解けることを確かめることを⽬的とし、解く前にペアで解く問題を選ぶ時間を設けた。 
 

9 実践の振り返り 
 実践の最後にアンケートを実施した。本時のペアワークで理解を深めることができた
か、という問いに対して 97%の⽣徒ができたと答えた。⾃由記述欄には、解説をしてもら
うことで別解を知った・解説をすることで⾃分の理解している部分としていない部分がは
っきりした、というコメントや、ペアワークだからすぐに聞ける・遠慮なく気楽に聞け
る・何度も聞き返せるというコメントがあった。考査前には毎回実施してほしいという意
⾒が多数あった。⼀⽅で時間が⾜りなかったという意⾒もあった。 
 
10 実践の考察・今後の課題 

私は昨年度まで、学習進度の⼼配と⾼校⽣の抵抗感と⾼校数学の難易度から、対話的授
業は難しいのではないかと考えていた。しかし、本年度、⽣徒同⼠でコミュニケーション
を取る時間を設けてみたところ、私の思い込みとは異なり⽣徒は対話的な活動に抵抗なく
参加する様⼦がみられた。そこで本実践では、⽣徒が⾃分たちで理解を深めることを⽬的
とし、本時の⼤部分を 2 ⼈でのペア活動にすることとしたのだが、やはり普段の数分の活
動とは異なり 30 分という⻑い時間であったため不安を感じていた。実践をしてみると、
⽣徒は積極的にペアワークに取り組み有意義な時間となっている様⼦であった。また、習
熟度を考慮せず席の配置通りに 2 ⼈でペアを構成することも不安ではあったが、この点も
問題なく⽣徒たちは取り組んでいた。⽣徒からも本実践に対して前向きな感想をもらうこ
とができたため、今後も続けていきたいと思う。 

課題としては、コミュニケーションをとることに極度に負担を感じる⽣徒に対しての負
担を軽減する必要があると考える。また、今回はペア活動での学びをクラス全体に共有す
る活動をしなかったが、共有することで⾏き詰まっているペアが⼿がかりを得られるな
ど、さらに学びを深められるのではないかと思う。効率よく考えを共有する道具として
ICT を活⽤していきたいと思う。 

今回は、思い込みを無くして実践に取り組むことで⽣徒の求めていることを知ることが
できた。今後も柔軟な考えを持って教育活動に励んで⾏きたいと思う。 

 
 
 
 

 

⼩野⽥先⽣の「主体的・対話的で深い学びの授業実践報告」を聞いて思うこと 
愛知教育⼤学数学教育講座 野崎寛 

 
 ⼩野⽥先⽣は，主体的かつ対話的である授業の実践例として，ペアワークを取り⼊れた
授業を紹介されました。はじめに⽣徒の実態の把握として，アンケートを実施されていま
す。そのアンケートの中には，数学を得意と感じている⽣徒が 29％，不得意と感じている
⽣徒が 68％，また，数学が楽しいと感じている⽣徒は 66％，楽しくないと感じている⽣
徒は 31％という結果があります。ペアワークを取り⼊れた授業後のアンケート結果では，
ペアワークで理解を深めることができた⽣徒は 97％にも上り，⼩野⽥先⽣の授業実践は短
期的には⼤成功と⾔えそうです。数学の問題について⼀緒に考えあうことは楽しいです
し，「分からない」が「分かる」になるのは数学を学ぶ上での喜びでもあります。それを
⽣徒たちが実感し，授業満⾜度につながっているのだと思います。 
 ⼩野⽥先⽣の授業は，いくつかの難易度の問題を準備し，ペアになってそれに取り組む
というものです。「わかったふりをさせない」，「達成ノルマを設けない」など主体的にな
れる仕掛けがあります。ペアワークなので，分かる⼈が分からない⼈に教えるというスタ
イルになりますが，解説を聞いた側が⾃分の⾔葉で解説をしなおすことを義務付けていま
す。数学は，最後には⼀⼈で問題と向き合う必要があるため，⾃分の⾔葉で解説しなおす
ことは，とても意味のある活動だと思います。そして，欲を⾔えば，その考えを客観的な
⾔葉で「書ける」ようになってもらいたいです。 

「分かる（または⾔える）」と「書ける」の間には⼤きな壁がると感じます。先に⾒た
アンケートの結果でも，数学を楽しいと感じる⽣徒たちは，数学を分かっているはずです
が，それがそのまま「得意」になっている訳ではありません。得意になるためには，数学
の解答が「書ける」必要があります。より複雑な思考を要する問題では，⾃分の考えを数
学的な⾔語で書きながら考えなければなりません。私が指導している⼤学⽣も数学が得意
なはずですが，解答付きの問題の真似をして解答を作ることは出来ても，解答がついてい
ない問題について，⾃分の考えを正確な表現で書くことには⼤きなハードルがあります。
それは，そのような経験が圧倒的に少ないからだと思うのです。 

授業実践発表後の質疑応答のときにも上がりましたが，ペアワークでは⽣徒の勘違いや
表現の間違いを個々に指摘・指導することは難しいです。特に表現については，数学は論
証であり，正確な数学的表現は必要不可⽋で，数学の学⼒に直結しています。地道に正し
い数学表現について教えていくことは時間がかかることで，限られた時間の中では折に触
れて指導していきたいものです。数学表現も必要性を感じて上達するものと思いますの
で，まず⾃分から説明しようとするペアワークで，その機会を増やすことは有効であると
考えます。分かる→⾔える→書ける（「書ける」の次が「教えられる」）を意識して，「⾔
える」の次のステップを⾒据えた活動を取り⼊れていき，「楽しい」から⾃然に「得意」
になれるような基盤作りが出来ればと思いました。 
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